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電
力
過
半
供
給
の
苫
東
厚
真
火
力
直
撃

泊
原
発
再
稼
働
固
執

で
対
策
怠
る

九
月
六
日
午
前
三
時
人
分
に
発

生
し
た
北
海
道
胆
振
地
方
中
等
部

地
震
の
影
響
で
北
海
道
電
力
管
内

の
水
力
を
含
む
管
内
の
全
電
源
が

三
時
二
十
五
分
ま
で
に
停
止

（ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）
し
て
電
力
の
需

給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
全
域

（約

二
百
九
十
五
万
戸
）
停
電
に
至

っ

た
。
電
力
十
社
設
立
以
来
、
初
め

て
の
事
態
と
な

つ
た
。

地
震
時
に
稼
働
中
の
苫
東
厚
真

発
電
所

（厚
真
町
）
の
火
力
三
基

（計
百
六
十
五
万
附
）
の
う
ち
二

基
が
自
動
停
止

（三
時
人
分
）
。

地
震
前
の
電
力
供
給
約
二
百
十
万

言
の
約
四
割
弱
が

一
気
に
失
わ
れ

た
が
、
強
制
停
電

（
一
度
目
）
と

本
州
か
ら
の
電
力
融
通

（北
本
線

＝
最
大
容
量
六
十
万
絆
）
開
始
で

需
給
バ
ラ
ン
ス
回
復

（三
時
九
～

十

一
分
）
。
照
明
な
ど
の
使
用
増

で
需
給
バ
ラ
ン
ス
不
安
定

へ

（三

時
十

一
分
～
）
。
他
の
火
力
の
出

カ
ア
ッ
プ
で
概
ね
バ
ラ
ン
ス
回
復

（三
時
十
八
～
二
十

一
分
）
。
苫

東
厚
真
で
唯

一
発
電
を
続
け
て
い

た

一
基
が
地
震
損
傷
で
出
力
低
下
。

二
十
三
分
に
三
度
目
の
強
制
停
電

実
施
。
バ
ラ
ン
ス
や
や
回
復
し
た

が
二
十
五
分
に
停
止
。
三
度
日
の

強
制
停
電
実
施
し
た
が
効
果
な
く

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
至
っ
た
。

泊
原
発

（北
海
道
泊
村
）
は
、

泊
村
は
震
度
２
で
あ

つ
た
が
、　
一

時
、
す
べ
て
の
外
部
電
源
を
喪
失
。

同
日
午
後

一
時
ま
で
に
復
旧
し
た

と
す
る
。
泊
１
～
３
号
機
は
運
転

停
止
中
。
原
子
炉
か
ら
全
核
燃
料

を
取
り
出
し
、
使
用
済
み
燃
料
プ
ー

ル
で
冷
却
。
外
部
電
源
喪
失
後
、

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
計
六

台
を
起
動
し
、
冷
却
を
行
う
。
外

部
電
源
の
復
旧
は
同
日
午
後

一
時

だ

つ
た
。

今
回
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
め
ぐ
つ

て
泊
原
発
を
再
稼
働
し
て
い
れ
ば

回
避
で
き
た
と
す
る
世
論
工
作
が

行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
体

は
そ
の
逆
で
あ
る
。

電
力
供
給
の
過
半
を

一
火
力
に

担
わ
せ
る
こ
と
は
初
め
か
ら
停
電

リ
ス
ク
を
背
負
わ
せ
て
い
る
よ
う

な
も
の
。
北
電
に
は
当
然
、
リ
ス

ク
分
散
の
対
策
が
急
が
れ
た
。
そ

れ
を
北
電
は
泊
原
発
再
稼
働
に
固

執
し
て
対
策
を
怠

っ
て
き
た
。
そ

れ
が
今
回
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
最

大
要
因
で
あ
る
。
ま
た
、
苫
東
厚

真
火
力
を
襲

っ
た
地
震
は
未
知
の

活
断
層
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
泊
原

発
に
は
活
断
層
の
存
在
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
泊
原
発
が
今
回
地
震

規
模
の
も
の
に
襲
わ
れ
れ
ば
、
今

回
の
災
害
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

ｏ「蕎
崚誕
警
多

＊
十

一
月
十
日
↑
↓
十
二
時
半

〓

＊
十

一
月
十
日
午
後
六
時
半
～

○

「全
国
交
流
集
会

ｉ
ｎ
拓鮭
腰

＊
十
一
月
十
一
日
（こ
午
前
十
時
～
午
後
四
時

＊

紹
纏
顆
霊
末
文
化
全
確
ど

金
Ⅲ
堕
虫
堅
則
２
１
２
１

４
５
）

○
ト
リ
チ
ウ
ム
汚
染
水
処
理
の
説
明
・
公
聴
会
へ
の
文
童
暑
言
ル
含
一面
）

○
原
子
力
機
硬

研
究
用
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
四
上
ハ
トン海
外
処
分
検
討

公
二
面
）

○
平
和
と
非
核
化
で

霊
∩
思
塁
戸
　
第
二
回
市
北
百
騨
盆
険

（五
面
）

柏
崎
」

現
地
ツ
ア
ー

Ｊ
Ｒ
絶
繹
謙
苗
百
（駅
尋
集
合
・
バ
ス
出
発

着
基
Ｔ
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
松
島

●
再
生
可
能

エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
は
、
小
さ

な

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
集

め
て
山
と
な
す
発
想

で
の
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。

「五
月
雨
を
集
め

て
早
し
最
上
川
」
方
式
で
あ
る
。

ロ
ー
カ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
不
可
欠
で

あ
る
●
ロ
ー
カ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

・

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
軸
と
な
る

べ
き
は
地
方
自
治
体
で
あ
る
。

世
界
で
は
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
イ

ブ

ル
ク
市

の
取
り
組
み
は
、
早

く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本

で
も
こ
の
取
り
組
み
を
す
す
め

て
い
る
自
治
体
は
少
な
く
な
い
。

ま
た
、
電
力
会
社
が
そ
の
先
頭

に
立
つ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

米
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
州
の
サ
ク

ラ
メ
ン
ト
電
力
公
社
は
典
型
で

あ
る
●
こ
の
十

一
月
に

「全
国

交
流
集
会
」
を
開
催
す
る
柏
崎

市
の
取
り
組
み
も
注
目
さ
れ
る
。

消
化
ガ
ス
発
電
、
小
水
力
発
電

の
取
り
組
み
で
あ
る
。
柏
崎
市

は
か

つ
て
は
石
油
発
祥
の
地
で

あ
り
、
そ
れ
が
世
界
最
大
の
原

発
の
地
と
な
り
、
い
ま
、
新
た

な

エ
ネ
ル
ギ
ー

ヘ
挑
戦
す
る
。


